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2009年3月期第2四半期累計期間ハイライト

POINT

売 上 高
過去最高売上高

 
6,000億円突破

営業利益
過去最高益

 
40億円突破

ｾｸﾞﾒﾝﾄでは産業ﾏﾃﾘｱﾙ事業が過去最高益

販売数量
ガソリンが3年ぶりの前年同期比割れ
（△0.8％ △1.5万KL）
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2009年3月期第2四半期累計期間連結業績概要

2008年3月期

2Ｑ累計期間実績

2009年3月期

2Ｑ累計期間実績

前年同期

増減率

2009年3月期

2Ｑ累計期間予想値

売 上 高 481,928 601,759 24.9% 600,000

営 業 利 益 2,483 4,157 67.4% 4,000

経 常 利 益 2,935 4,322 47.3% 4,200

当 期 純 利 益 1,185 2,581 117.9% 2,500

経 費 率 92％ 87％ － －

POINT

売

 
上

 
高：

 
数量前年比減となるも、販売単価UPに伴い大幅増

営

 
業 利 益：採算販売の浸透、経費削減効果

当期純利益： 本社ビル流動化に伴う匿名組合出資金持分の譲渡益発生

（単位：百万円）
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連結貸借対照表

2008年3月期末

実績

2009年3月期

2Ｑ累計期間実績
増減額

流 動 資 産 158,721 164,610 5,889

固 定 資 産 96,406 105,580 9,173

流 動 負 債 135,415 144,623 9,207

固 定 負 債 36,004 40,040 4,036

少 数 株 主 持 分 1,922 1,989 67

純 資 産 83,707 85,527 1,819

負債及び資産合計 255,127 270,191 15,063

（単位：百万円）

POINT

コーナンフリートのグループ会社化に伴う資産増
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連結キャッシュ・フロー計算書

2 0 0 8 年

 

3 月 期

2 Ｑ 累 計 期 間 実 績

2 0 0 9 年

 

3 月 期

2 Ｑ 累 計 期 間 実 績
増 減 額

営 業 活 動 C F 5,329 5,870 541

投 資 活 動 C F △3,109 674 3,784

財 務 活 動 C F △5,335 △6,355 △1,019

現金及び現金同等物の

 
期 末 残 高

30,413 34,098 3,685

ネ ッ ト 有 利 子 負 債 △9,565 △8,427 1,138

（単位：百万円）

POINT

財務活動CFは借入金の返済による支出
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連結販売数量（主要6品目）

油 種
2 0 0 8 年

 

3 月 期

2 Ｑ 累 計 期 間 実 績

2 0 0 9 年

 

3 月 期

2 Ｑ 累 計 期 間 実 績
増 減 率

ガ ソ リ ン 1,853 1,838 △0.8％

灯 油 539 444 △17.6％

軽 油 1,378 1,305 △5.3％

重 油 1,000 851 △14.8％

燃 料 油 合 計 4,770 4,437 △7.0％

ア ス フ ァ ル ト 116 124 6.5％

L P ガ ス 502 472 △5.9％

総 合 計 5,388 5,034 △6.6％

（単位：千ｋｌ、千トン）

POINT

販売拠点が確実に増加するも、国内需要の減少が影響
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セグメント情報－産業マテリアル事業

2 0 0 7 年 3 月期

2Ｑ累計期間実績

2 0 0 8 年 3 月期

2Ｑ累計期間実績

2 0 0 9 年 3 月期

2Ｑ累計期間実績

前 期 比

増 減 額

前 期 比

増 減 率

売 上 高 56,534 57,709 80,969 23,260 40.3％

営 業 利 益 853 723 1,496 772 106.8％

軽 油 143 162 148 △13 △8.3％

重 油 437 424 431 7 1.6％

ア ス フ ァ ル ト 102 116 120 4 3.4％

（単位：百万円、千KL）

中間留分（灯油,軽油,A重油）の世界的なﾀｲﾄ感に伴う価格転嫁

POINT

工業ガス業界の需要が堅調に推移し市況改善
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セグメント情報－カーライフ事業

2 0 0 7 年 3 月期

2Ｑ累計期間実績

2 0 0 8 年 3 月期

2Ｑ累計期間実績

2 0 0 9 年 3 月期

2Ｑ累計期間実績

前 期 比

増 減 額

前 期 比

増 減 率

売 上 高 315,207 368,588 455,520 86,931 23.6％

営 業 利 益 3,062 2,894 3,460 566 19.6％

ガ ソ リ ン 1,547 1,832 1,813 △19 △1.0％

灯 油 388 445 365 △80 △18.0％

軽 油 1,098 1,214 1,153 △61 △5.0％

重 油 463 570 416 △155 △27.1％

（単位：百万円、千KL）

系列CS2,185ヵ所（93増 87減）、ｶｰ・ｺﾚｸｼｮﾝ428ヵ所（13増）と好調

POINT
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セグメント情報－ホームライフ事業

2 0 0 7 年 3 月期

2Ｑ累計期間実績

2 0 0 8 年 3 月期

2Ｑ累計期間実績

2 0 0 9 年 3 月期

2Ｑ累計期間実績

前 期 比

増 減 額

前 期 比

増 減 率

売 上 高 47,903 55,630 65,269 9,638 17.3％

営 業 利 益 508 572 501 △71 △12.5％

ＬＰｶﾞｽ販売数量 429 455 434 △21 △4.6％

直 売 軒 数 284 329 329 － －

（単位：百万円、千㌧、千軒）

猛暑および価格高騰に伴う消費停滞

POINT

7月ＣＰ過去最高（Ｐ905＄ Ｂ950＄）、8～9月で約100＄下落の乱高下
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中期経営計画への取組み状況と今期の見通し中期経営計画への取組み状況と今期の見通し

発表者

代表取締役社長
 

小寺  明
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呼 称呼 称

2008年度～2010年度（3ヵ年）20082008年度～年度～20102010年度年度（（33ヵ年）ヵ年）期 間期 間

新たな経営資源、機能、ビジネスモデルの獲得によって、グループ
の事業基盤の再構築を行い、成長路線を確立する期間とする

新たな経営資源、機能、ビジネスモデルの獲得によって、グループ新たな経営資源、機能、ビジネスモデルの獲得によって、グループ
の事業基盤の再構築を行い、成長路線を確立する期間とするの事業基盤の再構築を行い、成長路線を確立する期間とする位置づけ位置づけ

グループ力の結集によって、垂直水平方向のグローバル展開を図り
Coreの強化及びSynergyの創出を行い、収益倍増を実現する。

グループ力の結集によって、垂直水平方向のグローバル展開を図りグループ力の結集によって、垂直水平方向のグローバル展開を図り
CoreCoreの強化及びの強化及びSynergySynergyの創出を行い、収益倍増を実現するの創出を行い、収益倍増を実現する。。基本方針基本方針

Core & Synergy 2010Core & Synergy 2010
～変革の実行を通じて新たなステージへ～

コア事業の強化とシナジーの創出のためにスタートした中期経営計画

「Core&Synergy2010」
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20072007年度年度
実績実績

20082008年度年度
計画計画

20082008年度年度
2Q2Q累計累計実績実績

11年目計画年目計画
進捗進捗率率

20092009年度年度
計画計画

20102010年度年度
計画計画

売 上 高 10,937 15,200 6,018 40％ 17,800 18,000

営 業 利 益 77 102 42 41％ 135 155

経 常 利 益 83 102 43 42％ 138 159

当期純利益 41 60 26 43％ 70 80

「Core&Synergy2010」
 

～定量計画～

1年目は順調に推移

（億円）
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「Core&Synergy2010」
～達成のための成長戦略～

“石油ドメインの拡大のために”

2008年度 ３つの大型プロジュクトが始動

☆10月1日トレード事業スタート
（伊藤忠グループの石油製品関連事業を承継）

海外市場を見据え、有機的に承継事業

 をエネクスと統合することで石油製品流

 通機能の拡充、規模の優位性、事業の

 効率化等のシナジー効果を発揮します。

☆9月1日

 

コーナンフリート㈱グループ会社化

運送業者や貨物用車輌向けのSS142ヵ
 所をエネクス系列CSとしてネットワーク化

 し、当社グループの軽油販売事業の更な

 る強化と収益基盤の拡大を目指します。

ＳＳ

 

数：142店舗 （11月現在）
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「Core&Synergy2010」
～達成のための成長戦略～

☆10月31日
 

ＬＰＧ事業の新元売会社設立の合意

ｼﾞｬﾊﾟﾝｴﾅｼﾞｰ、日商LPｶﾞｽとともにLPｶﾞｽ元売会社を4月1日スタート予定で設立し、元

 売・卸売り機能を強化するとともに、保安・サービスの向上と安定的な供給で総合的な

 競争力を持ったLPG事業グループを構築します。

“LPG事業ドメインの拡大のために”

（１）社

 

名

 

：株式会社ジャパンガスエナジー（仮称）

（２）本

 

社

 

：未定

（３）社

 

長

 

：未定（Jエナジーから選出予定）

（４）資

 

本 金

 

：未定

（５）設立時期

 

：2009年4月1日（目途）

（６）株主構成

 

：Ｊエナジー

 

51％，日商

 

29％，エネクス

 

20％
（７）事業内容

 

：ＬＰＧの輸入，販売（元売・卸売）

（８）売 上 高

 

：2,800億円程度（年間）

（９）輸入数量

 

：150万トン（年間）

（10）販売数量：225万トン（年間）

（11）そ

 

の 他

 

：ＬＰＧの海外調達業務は伊藤忠に一元化

（１）社

 

名

 

：株式会社ジャパンガスエナジー（仮称）

（２）本

 

社

 

：未定

（３）社

 

長

 

：未定（Jエナジーから選出予定）

（４）資

 

本 金

 

：未定

（５）設立時期

 

：2009年4月1日（目途）

（６）株主構成

 

：Ｊエナジー

 

51％，日商

 

29％，エネクス

 

20％
（７）事業内容

 

：ＬＰＧの輸入，販売（元売・卸売）

（８）売 上 高

 

：2,800億円程度（年間）

（９）輸入数量

 

：150万トン（年間）

（10）販売数量：225万トン（年間）

（11）そ

 

の 他

 

：ＬＰＧの海外調達業務は伊藤忠に一元化
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3大プロジェクトのスタートによる

コア事業の強化と今後のシナジー効果

①輸出入機能、需給調整機能の充実による流通構造の健全化

②国内ﾀﾝｸ網（約30万ＫＬ）の構築によるｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ強化と新規取
引先の拡大

③船舶の国内外における船舶燃料油販売の強化とﾀﾝｶｰ運航事
業による安定収益確保

④コーナンフリート及び運送事業者(ｲﾝﾀﾝｸ)向け軽油販売の強化

⑤LPG事業の上流から下流までの一気通貫体制構築による卸売
競争力の強化と、収益力拡大への発揮
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1950万KL,t1880万KL,t1490万KL,t1177万KL,t

10,937

15,200

18,00017,800

77

102

135

155

5,000

7,000

9,000

11,000

13,000

15,000

17,000

19,000

2007年度 2008年度（計画） 2009年度（計画） 2010年度（計画）

30

50

70

90

110

130

150

170

数量

売上高

営業利益

売上高
（億円）

営業利益
（億円）

グループ力の結集による収益倍増計画

2010年度は2007年度比
収益倍増、売上高・数量1.7倍

収益
倍増
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通期の見通し

①世界同時不況による需要減退と原油価格の下落

②流通価格の”透明かつ公正“を目指した元売の新価
格体系

足元の環境

当社の取組み

①市場環境の変化にタイムリーに対応した適正利潤の確保

②M&A・新規系列化・新規取引先確保による販売数量の増大

③国内最大の販売流通ネットワークと輸出入、需給調整、ロジスティックス
機能とのシナジー効果の極大化

④構造改善及びムダを無くした経費統制の継続

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
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セグメント別営業利益見通し

2009年3月期

2Q累計期間実績

2009年3月期

 
下期見通し

2009年3月期

通期見通し

参考

（前年下期実績）

産 業 マ テ リ ア ル 1,496 404 1,900 （1,277）

カ ー ラ イ フ 3,460 3,740 7,200 （4,179）

ホ ー ム ラ イ フ 501 2,899 3,400 （1,793）

ト レ ー ド － 1,200 1,200 －

合 計 （ 消 去 を 含 む ） 4,157 6,043 10,200 （5,217）

産業マテリアル

0

5

10

15

20

25

’08/3月期 '09/3月期（予）

カーライフ

0

10

20

30

40

50

60

70

80

’08/3月期 '09/3月期（予）

（単位：百万円）

ホームライフ

0

5

10

15

20

25

30

35

40

’08/3月期 '09/3月期（予）

億円 億円 億円

上期

上期
上期 上期

上期 上期

下期

下期

下期
下期

下期

下期
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10月より機動的かつ実効性のある取組みを推進する為、営業部門である産

 業マテリアル事業本部の一員として活動を継続
（

 
元売りや伊藤忠グループと連携をとり様々な取組みへ積極的に参加

 
）

国策により新エネルギーへの取組みが加速

将来ｴﾈﾙｷﾞｰ

 
の検証

電力・蒸気 太陽光
発電

その他

新エネルギー

当社グループ力を結集し、コア事業への貢献とシ
 ナジー発揮に取組んでいきます

新エネルギーの今後の取組み
従
来

バイオマスＤＭＥ
・普及活動・インフラ開発

水素
・家庭用ＦＣ・水素ｽﾃｰｼｮﾝ

＋
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配当政策

12円
16円16円

0

10

20

30

40

50

60

70

'06年/3月期 '07年/3月期 '08年/3月期 '09/3月期（予）

億円

当期純利益 1株当り配当金

配当性向30％以上を目標
通期の配当は業績を勘案しながら対応

’09年/3月期（予）

’08年9月末 ‘09年3月末

 

予想

PBR（株価純資産倍率） 0.74倍 0.87倍

PER（株価収益率） 14.83倍 13.18倍

BPS（1株当り株主資本） 910.94円 771.00円

※9月末株価

 

677円にて算出
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健全な流通構造の構築

☆「愚公山を移す」の気概を抱く

 
“自分”

☆

 
流通事業者から健全化へ向けて力強い「うねり」の発信

☆「総合エネルギー」の中で重要な役割を担う存在へ

変革（チェンジ）変革（チェンジ）

新たな歴史の創生新たな歴史の創生

エネクスの新たな歴史創りの実行

新たな歴史創りの実行新たな歴史創りの実行

総合エネルギーの取扱い総合エネルギーの取扱い

“社会インフラとしてのエネルギーから
人を育み、くらしと心を豊かにするエネルギーまで“
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●資料の内容につきましては細心の注意を払ってはおりますが、掲載された情報の誤り
および当資料に掲載された情報に基づいて被ったいかなる損害についても、当社及び
情報提供者は一切責任を負いかねます。

●また、当資料に記載されている当社の現在の計画、戦略などは、当社が現時点で入
手可能な情報を基礎として作成した見通しであり、これらの将来予測には、リスクや不
確定な要因を含んでおります。そのため、実際の業績につきましては、記載の見通し
と大きく異なる結果となることがあり得ます。従って、当社として、その確実性を保証す
るものではありませんのでご了承ください。

ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました

ご注意

問い合わせ先

伊藤忠エネクス株式会社伊藤忠エネクス株式会社

 
IRIR広報室広報室

TEL03TEL03--63276327--80038003 FAX03FAX03--54185418--22022202
enex_irpr@itcenex.comenex_irpr@itcenex.com
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